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(54)【発明の名称】 システム制御装置

(57)【要約】
【課題】  術者が実際に観察している観察像と同等の画
像を看護婦等が観察できるシステム制御装置を提供す
る。
【解決手段】  患者３は内視鏡等で検査されると共に、
手術用顕微鏡５でも拡大観察され、術者は接眼光学系４
０を介して接眼モニタ４１に表示される顕微鏡画像と共
に、映像スイッチャ１０等を経て選択可能で表示される
内視鏡画像等を同時に観察でき、また、看護婦等はモニ
タ１２の親画面１２ａとＰｉｎＰ画面１２ｂに表示され
る２つの画像を選択でき、表示連動スイッチをＯＮした
場合には術者側で観察可能な２つの画像と同じ２つの画
像をモニタ１２でも連動表示できるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  観察対象を観察するための接眼部と、
前記接眼部に映像を表示可能な接眼用表示手段と、
第１，第２の映像信号を発生する映像信号発生装置と、
前記接眼用表示手段に第１，第２の映像信号による映像
を切り換えて表示させる切換手段と、
所定の大きさの表示画面を有する表示手段と、
前記接眼部における表示と、前記表示手段における表示
を連動して切り換えるように制御する制御手段と、
を備えたことを特徴とするシステム制御装置。
【請求項２】  顕微鏡視野内へ複数の画像を表示させる
ための表示コントローラと、
表示コントローラへ複数画像を切り換え出力する映像切
換え手段と、
顕微鏡視野内での複数画像の表示を行うディスプレイを
備えた接眼部を持つ顕微鏡と、
顕微鏡像、および前記複数画像を表示するための表示手
段と、
表示手段への映像を出力する画像出力手段と、
前記表示コントローラ、映像切換え手段、および画像出
力手段を通信制御する手段とを備え、
前記通信制御手段により、表示コントローラ、映像切換
え手段、画像出力手段を制御し、前記表示手段に顕微鏡
視野内での表示と同等の表示を行わせる制御を行うこと
を特徴とするシステム制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は医療用顕微鏡等の接
眼部に他の映像を表示可能にしたシステム制御装置に関
する。、
【０００２】
【従来の技術】従来、複数の医療機器を制御するシステ
ムとして、内視鏡統合システムがある。これは、複数の
機器を通信制御し、１つの集中操作パネルによる遠隔操
作を行っている。
【０００３】一方で、手術用顕微鏡分野においては、接
眼部に表示手段を設け、観察像と別の画像を表する視野
内表示が行われている（例えば、特開平７－２６１０９
４号公報）。視野内表示では、複数の画像を表示させる
には、切換え手段によって表示画像を切換えて表示させ
るようにしていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】この場合、従来例で
は、画像が多数であるとこれらの切換え操作は煩雑にな
り、大変不便であった。また、顕微鏡像、及び視野内表
示する画像をモニタ表示させる際には、これらの切換え
操作も必要となる。更にこのように、顕微鏡視野内、及
びモニタの表示を遠隔操作できるシステムがなかった。
【０００５】また、術者が顕微鏡視野内に表示されてい
る画像の観察により、看護婦等に指示が出された場合、
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看護婦は一般に術者が観察しているものと異なる画像を
観察している場合が多いので、スムーズに対処しにくか
った。
【０００６】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、術者が実際に観察している観察像
と同等の画像を看護婦等が観察でき、手術等をよりスム
ーズに進め易い使い勝手の良いシステム制御装置を提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】観察対象を観察するため
の接眼部と、前記接眼部に映像を表示可能な接眼用表示
手段と、第１，第２の映像信号を発生する映像信号発生
装置と、前記接眼用表示手段に第１，第２の映像信号に
よる映像を切り換えて表示させる切換手段と、所定の大
きさの表示画面を有する表示手段と、前記接眼部におけ
る表示と、前記表示手段における表示を連動して切り換
えるように制御する制御手段と、を備えたことにより、
看護婦等は表示手段に表示される映像を観察することに
より術者が観察している映像と同等の映像を観察でき、
術者と看護婦との連携による処置をよりスムーズに行い
易い環境を提供できる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図８は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態を構成する
内視鏡外科システムの全体構成を示し、図２は図１にお
ける主要部のシステム制御装置の構成を示し、図３は顕
微鏡接眼部の表示とモニタでの表示例を示し、図４は操
作パネル操作画面の概略図を示し、図５はモニタによる
メイン画面を示し、図６は画像選択画面の１例を示し、
図７は視野内表示エリアを移動する部分を示し、図８は
映像スイッチャにＴＶカメラが接続されていない場合に
おける表示例を示す。
【０００９】図１に示すように（本発明のシステム制御
装置を具体的に構成する）内視鏡外科システム１では手
術台２に横たわる患者３の一方の側には複数の医療機器
が搭載されたトロリ４が、他方には手術用顕微鏡５が配
置されている。
【００１０】トロリ４には超音波観測装置６、（内視鏡
用）ＴＶカメラ装置（或いはカメラコントロールユニッ
ト）７、光源装置８、画像記録装置９、映像の切換を行
う映像スイッチャ１０、看護婦等が観察する表示手段と
して所定の大きさの表示画面を有するモニタ１２、看護
婦等が医療機器の操作を集中して行う集中操作パネル１
３、手術用顕微鏡５の視野内表示を制御する視野内表示
コントローラ１４、ミキサ１５、これらの医療機器全体
の制御を行うシステムコントローラ１６等が搭載され、
それぞれの医療機器は図示しないケーブルを介してシス
テムコントローラ１６と接続され、双方向の通信が可能
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になっている。
【００１１】また、視野内表示システム１４はケーブル
１７を介して手術用顕微鏡５と接続されている。また、
患者３には、この患者３に対して超音波診断を行う超音
波プローブ（或いは超音波内視鏡）１８と、内視鏡検査
を行う内視鏡１９とが体内、より具体的には脳内に刺入
される。
【００１２】超音波プローブ１８はケーブル２１により
超音波観測装置６と接続され、超音波観測装置６は超音
波プローブ１８による超音波を走査した場合におけるそ
のエコー信号に対する信号処理を行い、超音波画像の映
像信号を生成し、映像スイッチャ１０及びミキサ１５を
介してモニタ１２に出力し、超音波画像を表示すること
ができる。
【００１３】また、内視鏡１９は照明光を伝送するライ
トガイドケーブル２２により光源装置８と接続され、光
源装置８からの照明光がライトガイドケーブル２２を介
して内視鏡１９のライトガイドに供給され、このライト
ガイドにより伝送された照明光は内視鏡１９の挿入部２
３の先端部の図示しない照明窓から出射され、患者３の
体内を照明する。
【００１４】また、この内視鏡１９の挿入部２３の後端
側に設けられた接眼部には撮像素子を内蔵したカメラヘ
ッド２４が装着され、内視鏡１９の観察光学系を経て接
眼部側に伝送された光学像はカメラヘッド２４の撮像素
子で撮像され、カメラケーブル２５を介してＴＶカメラ
装置７に入力される。このＴＶカメラ装置７は内視鏡画
像（内視鏡映像）の映像信号を生成し、映像スイッチャ
１０及びミキサ１５を介してモニタ１２に出力し、内視
鏡画像を表示することができる。
【００１５】また、ベッド２には、リモコン２６が設け
てあり、術者はこのリモコン２６を操作することにより
ケーブル２７を介して操作信号をシステムコントローラ
１６に送り、医療機器の制御を行うことができる。
【００１６】一方、手術用顕微鏡５は、床面に移動自在
なベース３１ａと、このベース３１ａ上に立設された支
柱３１ｂとを有する架台３１を有し、この支柱３１ｂの
上端には図示しない照明用の光源を内蔵した第１アーム
３２が設けてあり、この第１アーム３２ａの一端は架台
３１に軸Ｏａを中心として回動自在に取り付けられてい
る。第１アーム３２ａの他端には軸Ｏｂを中心として第
２アーム３２ｂの一端が回動自在に取り付けられてい
る。
【００１７】第２アーム３２ｂは、上下移動操作を行う
ために、リンク機構とバランス調整用のガススプリング
からなるパンタグラフアームであり、その他端には軸Ｏ
ｃを中心として第３アーム３２ｃの一端が回動自在に取
り付けられている。さらにこの第３アーム３２ｃには、
俯仰アーム３２ｄの基端部が、軸Ｏｄを中心として回動
自在に取り付けられている。
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【００１８】この俯仰アーム３２ｄの先端部には、手術
用顕微鏡５の観察ヘッド３３が軸Ｏｅを中心として回動
自在に取り付けられている。この観察ヘッド３３には、
手術用顕微鏡５の鏡体部３４と、術者が観察して処置を
行うための接眼光学ユニット（接眼部）３５と、ハンド
ル３６とが設けられている。
【００１９】そして、この観察ヘッド３３は軸Ｏｄを中
心とした鏡体部３４の術者の観察方向に対する前後方向
の俯仰と、軸Ｏｅを中心とした術者の左右方向の俯仰と
をそれぞれ可能とした状態で支持されている。鏡体部３
４には左右双眼の観察用の拡大光学系３７（図２参照）
と、拡大された顕微鏡像を撮像する左右の撮像素子３８
とが配置され、左右の撮像素子３８の出力信号は架台３
１の適宜の場所（或いはトロリ４でも良い）に設けたＴ
Ｖカメラ装置３９（図２参照）に出力する。
【００２０】また、図２に示すように接眼光学ユニット
３５には左右の接眼光学系４０と、（接眼用表示手段と
しての）左右の接眼観察モニタ（接眼モニタと略記）４
１とが配置され、ＴＶカメラ装置３９により撮像された
顕微鏡画像を例えば映像スイッチャ１０を介することな
く左右の接眼モニタ４１に表示し、術者は左右の接眼光
学系４０を介して接眼視野内に顕微鏡画像を観察できる
ようにしている。
【００２１】図２は図１のシステム１における表示系の
構成を示す。患者３に対する超音波プローブ１８で撮像
された超音波画像は超音波観測装置６に入力され、この
超音波観測装置６から出力される超音波画像の映像信号
は映像スイッチャ１０に入力され、映像スイッチャ１０
に接続されたミキサ１５を経てモニタ１２に表示可能で
あると共に、映像スイッチャ１０に接続された視野内表
示コントローラ１４を経て顕微鏡５の左右の接眼モニタ
４１に表示可能である。
【００２２】また、内視鏡１９に装着されたカメラヘッ
ド２４で撮像された内視鏡画像はＴＶカメラ装置７に入
力され、このＴＶカメラ装置７から出力される内視鏡画
像の映像信号は映像スイッチャ１０に入力され、映像ス
イッチャ１０に接続されたミキサ１５を経てモニタ１２
に表示可能であると共に、映像スイッチャ１０に接続さ
れた視野内表示コントローラ１４を経て顕微鏡５の左右
の接眼モニタ４１に表示可能である。
【００２３】また、手術用顕微鏡５の左右の撮像素子３
８で撮像された顕微鏡画像もＴＶカメラ装置３９に入力
され、このＴＶカメラ装置３９から出力される顕微鏡画
像の映像信号は、映像スイッチャ１０を経ることなく左
右の接眼モニタ４１に入力され、その顕微鏡視野に表示
されると共に、映像スイッチャ１０、ミキサ１５を経て
モニタ１２に表示可能である。
【００２４】また、本実施の形態ではナビゲーションシ
ステム４２を備え、このナビゲーションシステム４２に
よる位置情報も映像スイッチャ１０を介してモニタ１２
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及び左右の接眼モニタ４１に表示可能にしている。
【００２５】また、本実施の形態では集中操作パネル１
３を操作することにより、システムコントローラ１６を
介して映像スイッチャ１０の切換を制御し、モニタ１２
と接眼光学ユニット３５の接眼モニタ４１の表示とを選
択できるようにしている。
【００２６】図３はモニタ１２による表示画面と接眼モ
ニタ４１による表示画面（視野内画面）を示す。
【００２７】モニタ１２にはモニタ画面の全体で表示す
るための親画面１２ａとこの親画面１２ａの例えば左上
の部分にピクチャインピクチャ（ＰｉｎＰと略記）で表
示するＰｉｎＰ画面１２ｂとが形成されている。
【００２８】また、接眼モニタ４１には円形の顕微鏡視
野４１ａと、この円形の顕微鏡視野４１ａの例えば左上
部分に切り欠くようにして表示する視野内表示（エリ
ア）Ｈ１と円形の顕微鏡視野４１ａの例えば下の部分に
形成した視野内表示（エリア）Ｈ２とが形成されてい
る。従って、接眼モニタ４１には円形の顕微鏡視野４１
ａに顕微鏡画像が常時表示され、さらに図１の視野内表
示コントローラ１４を経て視野内表示Ｈ１とＨ２とに他
の画像を選択して表示することができる。なお、（左右
の）接眼モニタ４１はそれぞれ１つの液晶モニタ等で構
成しても良いし、複数の液晶モニタ等で構成しても良
い。
【００２９】図４はモニタ１２及び接眼モニタ４１によ
る表示の選択、設定等を行う集中操作パネル１３の表示
画面１３ａを示す。この集中操作パネル１３の表示画面
１３ａには、モニタ１２の画面選択スイッチ部５１と、
（接眼モニタ４１の）視野内表示選択スイッチ部５２と
が表示されると共に、モニタ状態表示部５３と視野内状
態表示部５４とが表示され、さらに表示連動スイッチ５
５が表示されるようにしている。
【００３０】画面選択スイッチ部５１は親画面選択スイ
ッチ部５１ａ及びＰｉｎＰ画面選択スイッチ部５１ｂと
からなり、これらのスイッチ部５１ａ、５１ｂには例え
ば３つのスイッチ、具体的には顕微鏡画像を選択する顕
微鏡画像選択スイッチＳ１、内視鏡画像を選択する内視
鏡画像選択スイッチＳ２、超音波画像を選択する超音波
画像選択スイッチＳ３がそれぞれ設けてある。
【００３１】また、視野内表示選択スイッチ部５２は２
つの視野内表示エリアＨ１及びＨ２に対して内視鏡画像
選択スイッチＳ２、超音波画像選択スイッチＳ３がそれ
ぞれ設けてある。
【００３２】また、モニタ状態表示部５３には現在の親
画面１２ａとＰｉｎＰ画面１２ｂとで選択されて表示さ
れている画像状態イラスト的に示し、また視野内状態表
示部５４にも２つの視野内表示エリアＨ１及びＨ２で選
択されて表示されている画像状態をイラスト的に示すよ
うにしている。
【００３３】また、表示連動スイッチ５５が設けてあ
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り、この表示連動スイッチ５５を操作してＯＮにするこ
とにより、図３の顕微鏡視野４１ａ及び視野内表示（エ
リア）Ｈ１とのよる表示内容と、図３のモニタ１２によ
る親画面１２ａとＰｉｎＰ画面１２ｂとによる表示内容
とを連動した表示連動状態に設定することができるよう
にしている。
【００３４】つまり、モニタ１２にはＰｉｎＰで２つの
画像を表示できるようにしているので、術者が接眼光学
系４０を介して観察する顕微鏡画像の他には、その視野
の一部を切り欠くようにして表示する視野内表示エリア
Ｈ１に表示される画像の方が視野内表示エリアＨ２に表
示される画像よりもより参照されるので、モニタ１２側
でもこれら２つの画像を常時表示できるようにする表示
モードを設けるようにしている。
【００３５】この表示連動状態では例えば図３の接眼モ
ニタ４１の顕微鏡視野４１ａと視野内表示エリアＨ１で
の表示状態が顕微鏡表示状態と内視鏡表示状態である
と、その状態を図４の視野内状態表示部５４で文字情報
等で表示し、この場合その上のモニタ状態表示部５３に
は親画面に顕微鏡画像であることを示す文字情報（顕微
鏡）が、ＰｉｎＰ画面には内視鏡画像であることを示す
文字情報（内）が表示され、図３のモニタ１２の親画面
１２ａには顕微鏡画像が、ＰｉｎＰ画面１２ｂには内視
鏡画像が表示されるようになる。
【００３６】図５は集中操作パネル１３のメイン画面を
示す。このメイン画面では図４に示したモニタ状態表示
部５３と視野内状態表示部５４とが表示され、さらに表
示連動スイッチ（図５では視野内モニタ連動の表示）５
５が表示されるようにしている（ここでは顕微鏡画像で
あることを示す文字情報をＭで示している）。
【００３７】図５で表示連動スイッチ５５をＯＮした状
態で、視野内表示のタグを選択すると、図６に示すよう
に顕微鏡視野４１ａ及び視野内表示（エリア）Ｈ１との
よる表示内容と、モニタ１２による親画面１２ａとＰｉ
ｎＰ画面１２ｂとによる表示内容とが連動した表示状態
で表示されるようになる。
【００３８】また、本実施の形態では図５に示すように
視野内表示のＰｉｎＰを移動操作する手段が設けてあ
る。図５で、ＯＦＦスイッチを操作すると視野内表示エ
リアＨ１は図７のＯＦＦ位置Ｐ０に、左スイッチを操作
すると位置Ｐ１に、中央スイッチを操作すると位置Ｐ２
に、右スイッチを操作すると位置Ｐ３に移動する。図７
では代表的な位置のみを示したが、押す操作でさらに多
段階でより細かく移動表示させることができる。
【００３９】また、本実施の形態では映像スイッチャ１
０の接続を検知し、接続されている場合と、未接続の場
合とでモニタイラスト（モニタ状態表示部５３）と視野
内表示のイラスト（視野内状態表示部５４）との表示を
切り換える。
【００４０】つまり、映像スイッチャ１０が接続された
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場合には、図５等に示すようにモニタ状態表示部５３に
は顕微鏡画像と内視鏡画像とが表示され、また視野内状
態表示部５４には顕微鏡画像と内視鏡画像とが表示され
ていることが分かる。
【００４１】一方、映像スイッチャ１０が接続されてい
ない場合には、図８に示すようにモニタ表示部５３には
単にミキサ入力１及び２を表示し、また視野内状態表示
部５４では視野内表示コントローラ１４のＹ／Ｃ入力を
示す１等を表示するのみである。
【００４２】また、本実施の形態ではＰｉｎＰ画面の移
動（実際の画面）に時間がかかる場合（例えば最大で６
秒程度）、イラスト上で画面枠の点滅を行い、移動中で
あることを報知するようにしている。
【００４３】このように構成された本実施の形態によれ
ば、術者は接眼視野内に顕微鏡画像の他に、所望とする
内視鏡画像や超音波画像等を視野内表示選択スイッチ部
５２での選択操作で自由に表示する状態に設定できる。
【００４４】また、看護婦或いは助手は術者が実際に常
時観察する顕微鏡画像の他に視野内表示エリアＨ１に表
示される画像と同等の表示状態を維持しようと望む場合
には表示連動スイッチ５５を操作することにより、その
表示状態を維持することができる。
【００４５】この状態で、例えば術者が視野内表示エリ
アＨ１に表示される画像を他の画像に切り換えるように
指示がされ、看護婦或いは助手がその操作を行うと、視
野内表示エリアＨ１に表示される画像が他の画像に切り
換えられる。すると、モニタ１２でのＰｉｎＰ画面１２
ｂでの表示画像もその切り換えに連動して他の画像に切
り換えられる。
【００４６】従って、術者が観察している２つの画像
（映像）と同等の２つの画像を、看護婦等は常時観察で
きるので、術者が観察画像を観察しながら指示を出した
場合、看護婦等も同等の画像を観察しているので、より
スムーズに指示に対応した処置、操作を行うことが容易
にでき、手術等をよりスムーズに、より短時間に行うこ
とがし易い。
【００４７】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図９を参照して説明する。図９は図２にお
いて、さらに第２のモニタ１２′を設け、この第２のモ
ニタ１２′はミキサ１５と接続されている。
【００４８】また、この第２のモニタ１２′は集中操作
パネル１３の操作で表示される画像を選択できるように
なっている。この場合、図４の画面選択スイッチ部５１
はさらに第２のモニタ１２′に表示される画像を選択で
きるようになっている。
【００４９】また、本実施の形態においても、図４の連
動表示スイッチ５５が設けてあり、この連動表示スイッ
チ５５をＯＮする操作を行い連動表示モードに設定する
と、第１モニタ（つまりモニタ１２）の表示状態は第１
の実施の形態と同様に機能し、さらに第２モニタ１２′
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は視野内表示エリアＨ２に表示される画像を表示する状
態に設定されるようにしている。その他は第１の実施の
形態と同様の構成である。
【００５０】本実施の形態による作用は第１の実施の形
態において、さらにモニタ１２′にも任意の画像を表示
させることができる。また、連動表示スイッチ５５をＯ
Ｎした場合には、術者側で観察できる３つの画像と同等
の画像が第１モニタ１２及び第２モニタ１２′の画面に
表示されることになる。
【００５１】本実施の形態によれば、術者が実際に観察
できる全ての画像、（具体的には３つの画像）と同等の
全て（３つ）の画像を看護婦側も観察できるので、術者
側と看護婦側との連携による手術をよりスムーズに進め
易い環境を実現できる。
【００５２】なお、上述では手術用顕微鏡５は接眼光学
系４０から見た場合に、顕微鏡画像も接眼モニタ４１に
表示される画像を観察する構成となっているが、拡大光
学系３７による顕微鏡画像を光学的に観察できるように
しても良い。つまり、拡大光学系３７による顕微鏡画像
を接眼光学系４０により光学的に観察し、そのエリア内
の一部に接眼モニタ４１による他の画像を表示し、さら
に顕微鏡画像の下の部分にさらに接眼モニタ４１による
他の画像を表示する構成にしても良い。
【００５３】この場合には、円形の顕微鏡視野４１ａの
一部を切り欠くように形成した視野内表示エリアＨ１に
他の画像を表示できるようにするために、光路の途中に
液晶シャッタ等を配置し、その液晶シャッタによる遮光
部分に接眼モニタ４１等による画像を表示するようにす
れば良い。
【００５４】また、モニタ１２側で顕微鏡画像を表示で
きるようにするために、光路の途中にハーフミラー等の
ビームスプリッタを配置し、そのビームスプリッタで分
割した光を撮像素子３８に結像させるようにすれば良
い。
【００５５】［付記］
１．観察対象を観察するための接眼部と、前記接眼部に
映像を表示可能な接眼用表示手段と、第１，第２の映像
信号を発生する映像信号発生装置と、前記接眼用表示手
段に第１，第２の映像信号による映像を切り換えて表示
させる第１の切換手段と、所定の大きさの表示画面を有
する表示手段と、前記表示手段に前記観察対象の映像と
前記第１，第２の映像信号による映像とを切り換えて表
示させる第２の切換手段と、前記接眼部における少なく
とも２種類の観察画像と、前記表示手段における少なく
とも２種類の表示画像を連動して切り換えるように制御
する制御手段と、を備えたことを特徴とするシステム制
御装置。
【００５６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、観
察対象を観察するための接眼部と、前記接眼部に映像を
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表示可能な接眼用表示手段と、第１，第２の映像信号を
発生する映像信号発生装置と、前記接眼用表示手段に第
１，第２の映像信号による映像を切り換えて表示させる
切換手段と、所定の大きさの表示画面を有する表示手段
と、前記接眼部における表示と、前記表示手段における
表示を連動して切り換えるように制御する制御手段と、
を備えているので、看護婦等は表示手段に表示される映
像を観察することにより術者が実際に観察している映像
と同等の映像を観察でき、術者と看護婦との連携による
処置をよりスムーズに行い易い環境を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を構成する内視鏡外
科システムの全体構成図。
【図２】図１における主要部の構成を示すブロック図。
【図３】顕微鏡接眼部の表示とモニタでの表示例を示す
図。
【図４】操作パネル操作画面の概略図。
【図５】メイン画面を示す図。
【図６】画像選択画面の１例を示す図。
【図７】視野内表示エリアが移動可能とする説明図。
【図８】映像スイッチャにＴＶカメラが接続されていな
い場合における表示例を示す図。
【図９】本発明の第２の実施の形態における主要部の構
成を示すブロック図。
【符号の説明】
１…内視鏡外科システム
２…手術台
３…患者 *
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*４…トロリ
５…手術用顕微鏡
６…超音波観測装置
７…ＴＶカメラ装置
８…光源装置
９…画像記録装置
１０…映像スイッチャ
１２ａ…親画面
１２ｂ…ＰｉｎＰ画面
１２…モニタ
１３…集中操作パネル
１４…視野内表示コントローラ
１５…ミキサ
１６…システムコントローラ
１８…超音波プローブ
１９…内視鏡
２４…カメラヘッド
２６…リモコン
３１…架台
３５…接眼光学ユニット（接眼部）
３７…拡大光学系
３８…撮像素子
３９…ＴＶカメラ装置
４０…接眼光学系
４１…接眼（観察）モニタ
４１ａ…顕微鏡視野
４２…ナビゲーションシステム
５５…表示連動スイッチ

【図１】
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